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本講演では、数学が拓く新しい疾病治療の可能性[1]およびその創薬との関係[2]について論じ

る。 

はじめに、疾病の動態を記述し解析するための数理的手法について概説する[3]。次にその応

用として、前立腺がんの内分泌時間治療[4]や様々な疾病を未病状態で発見し早期治療、先制治

療を可能にする動的ネットワークバイオマーカー[5,6]について紹介する。 
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